
 
 

資料 18 廃棄物種類毎の処理方法・留意事項等 

 

種類 処理方法･留意事項等 

混合廃棄物 ・混合廃棄物は、有害廃棄物や危険物を優先的に除去した後、再資源化可能

な木くずやコンクリートがら、金属くず等を抜き出し、トロンメルやスケ

ルトンバケットにより土砂を分離した後、同一の大きさに破砕し、選別（磁

選、比重差選別、手選別等）を行うなど、段階別に処理する方法が考えら

れる。 

木くず ・木くずの処理に当たっては、トロンメルやスケルトンバケットによる事前

の土砂分離が重要である。木くずに土砂が付着している場合、再資源化で

きず最終処分せざるを得ない場合も想定される。土砂や水分が付着した木

くずを焼却処理する場合、焼却炉の発熱量（カロリー）が低下し、処理基

準（800℃以上）を確保するために、助燃剤や重油を投入する必要が生じる

場合もある。 

コンクリート

がら 

・分別を行い、再資源化できるように必要に応じて破砕を行う。再資源化が

円滑に進むよう、コンクリートがらの強度等の物性試験や環境安全性能試

験を行って安全を確認するなどの対応が考えられる。 

家電類 ・災害時に、家電リサイクル法の対象物（テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯

機）については他の廃棄物と分けて回収し、家電リサイクル法に基づき製

造事業者等に引き渡してリサイクルすることが一般的である。この場合、

市町村が製造業者等に支払う引渡料金は原則として国庫補助の対象とな

る。一方、津波等により形状が大きく変形した家電リサイクル法対象物に

ついては、東日本大震災では破砕して焼却処理を行った事例がある。 

・冷蔵庫や冷凍庫の処理にあっては、内部の飲食料品を取り出した後に廃棄

するなど、生ごみの分別を徹底する。 

・冷蔵庫等フロン類を使用する機器については分別・保管を徹底し、フロン

類を回収する。 

畳 ・破砕後、焼却施設等で処理する方法が考えられる。 

・畳は自然発火による火災の原因となりやすいため、分離して高く積み上げ

ないよう注意する。また腐敗による悪臭が発生するため、迅速に処理する。 

タイヤ ・チップ化することで燃料等として再資源化が可能である。火災等に注意し

ながら処理する。 

石膏ボード、ス

レート板等の

建材 

・石綿を含有するものについては、適切に処理・処分を行う。石綿を使用し

ていないものについては再資源化する。 

・建材が製作された年代や石綿使用の有無のマークを確認し、処理方法を判

断する。 

・バラバラになったもの等、石膏ボードと判別することが難しいものがある

ため、判別できないものを他の廃棄物と混合せずに別保管するなどの対策

が必要である。 



 
 

石綿 ・被災した建物等は、解体又は撤去前に石綿の事前調査を行い、発見された

場合は、災害廃棄物に石綿が混入しないよう適切に除去を行い、廃石綿等

又は石綿含有廃棄物として適正に処分する。 

・廃石綿等は原則として仮置場に持ち込まない。 

・仮置場で災害廃棄物中に石綿を含む恐れがあるものが見つかった場合は、

分析によって確認する。 

・解体・撤去及び仮置場における破砕処理現場周辺作業では、石綿暴露防止

のために適切なマスク等を着用し、散水等を適宜行う。 

魚網・漁具 ・漁網には錘に鉛等が含まれていることから事前に分別する。漁網の処理方

法としては、焼却処理や埋立処分が考えられる。ただし、鉛は漁網のワイ

ヤーにも使用されている場合があることから、焼却処理する場合は主灰や

飛灰、スラグ等の鉛濃度の分析を行い、状況を継続的に監視しながら処理

を進める。 

・漁具は破砕機での破砕が困難であるため、東日本大震災の一部の被災地で

は、人力により破砕して焼却した事例がある。 

肥料・飼料等 ・肥料・飼料等が水害等を受けた場合は（港の倉庫や工場内に保管されてい

る肥料・飼料等が津波被害を受けた場合も含む）、平常時に把握している業

者へ処理・処分を依頼する。 

海中ごみの取

扱い 

・東日本大震災では、「東日本大震災により海に流出した災害廃棄物の処理指

針」（平成 23 年 11 月 18 日）に基づき、海中ごみの処理が行われた。今

後、大規模災害が発生した場合には、国の方針に従う。 

ＰＣＢ廃棄物 ・ＰＣＢ廃棄物は、市町村の処理対象物とはせず、ＰＣＢ保管事業者に引き

渡す。 

・ＰＣＢを使用・保管している建物の解体・撤去を行う場合や解体・撤去作

業中にＰＣＢ機器類を発見した場合は、他の廃棄物に混入しないよう分別

し、保管する。 

・ＰＣＢ含有有無の判断がつかないトランス、コンデンサ等の機器は、ＰＣ

Ｂ廃棄物とみなして分別する。 

トリクロロエ

チエレン 

・最終処分に関する基準を越えたトリクロロエチレン等を含む汚泥の埋立処

分を行う場合は、原則として焼却処理を行う。 

危険物 ・危険物の処理は、種類によって異なる。（例：消火器の処理は日本消火器工

業会、高圧ガスの処理は県 LP ガス協会、フロン・アセチレン・酸素等の

処理は民間製造業者等） 

出典：災害廃棄物対策指針 平成 26 年 3 月 環境省 


